
サイクルトレインを始めましょう！
続けましょう！
広げましょう！

～列車内の自転車の持ち込みが

“普通の景色” になることを目指して

サイクルトレインを広げていこう～

2025年3月

鉄道局 チャリトレ推進チーム



なぜ、いまサイクルトレインなのか？
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仲間が増えています

■コロナ禍以降増加傾向 2023年度は 74社・152路線にて実施
■「サイクルトレイン・サイクルバス導入の手引き」が策定（R5.5自転車活用推進本部）

＜実施路線数の推移＞



一部の期間・時間帯・曜日かつ
一部の区間のみ持込み可能（６５路線）
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■74社152路線のうち、常時実施は約1割弱、特定の区間/時間帯が約6割、その他イベ
ントに合わせた実施

■線区の輸送状況を踏まえて柔軟に区間/時間帯等を設定し、着実に実施路線数が増加

輸送状況を踏まえて 柔軟に区間や時間帯を設定

＜路線別の実施状況内訳＞

常時全区間持込み可（６路線）

一部の期間・時間帯・曜日のみ
全区間持込み可能（２３路線）

イベントに合わせた臨時運行等
（５４路線）

常時一部の区間の持込み可能
（４路線）
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■チャリトレの浸透・拡大は、鉄道の利活用促進、地域の観光活性化、鉄道駅からの
二次交通確保などの効果や意義が期待される

サイクルトレイン（チャリトレ）の浸透・拡大による期待

① 利活用促進

鉄道の利活用促進

② 観光連携

サイクルツーリズムなど

地域観光の活性化

③ 二次交通確保

中高生等の通学手段や

運転免許返納後の

自立的移動手段の確保



◆利用者（自転車持込者）にとって、

・輪行の手間が省ける

・輪行困難（不可能）なE-bike、ママチャリ、キッズ
バイクでの遠距離移動が可能に

・自転車を二次交通的に活用することが可能に

等のメリット

◆事業者にとって、

・公共交通と自転車の連携により、輸送量（利用
客数）拡大や利用圏域拡大の効果

・一般化すれば、駅周辺などの駐輪場・輪行ス
ペースの提供の必要性が低減

等のメリット

・自転車を解体し専用の袋に入れて鉄道やバス等に持ち込むこ
と（輪行＝りんこう）は、初心者等にはハードルとなる。
・スポーツ自転車以外の自転車や、近年普及が進むE-bike（電
動アシスト付スポーツ自転車）も重量があるため、輪行が困難。

年間40,000人以上の自転車持込
利用のある、群馬県の上毛電気
鉄道

首都圏において、日常的な利
用が多い、東京都の西武鉄道
多摩川線

大都市中心部から、千葉県等の
郊外のサイクルルートへのアク
セス手段として活用されるJR東
日本「B.B.BASE」

サイクルトレインの具体的なメリット

■利用者/事業者/地域の三方良し（サイクルトレイン・サイクルバス導入の手引きより）

6



なぜいま、「自転車×公共交通」なのか 2/2
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（３）自転車と公共交通のベストミックスを実現し、自転車利用者、交通事業者及び
地域全体にとって「三方良し」になることで、持続可能なモビリティ社会への好循環！

１）自転車利用者にとって
輪行の手間と負担が軽減。特に、E-bike、ママチャリ、キッズバイクなどで効果大
片道サイクリングやワープにより、サイクリングの範囲＆機会＆裾野が拡大
From/To駅の二次交通手段として自転車を活用することでアクセス範囲拡大
天候不順やトラブル時等に公共交通を活用でき、柔軟な行程が可能

２）交通事業者にとって
自転車との連携により、観光/日常両面で利用客数が増加し、利用圏域が拡大
既存の設備・施設を有効活用できるので、大規模な追加投資が不要

３）沿線地域にとって
観光/日常両面で二次交通問題が改善し、持続可能なモビリティ環境が実現
クルマへの過度な依存が緩和され、自転車の利用機会が増加
サイクリストの滞在時間や訪問範囲が拡大し、観光振興に寄与



なぜいま、「自転車×公共交通」なのか 1/2
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（１）公共交通の長い「線」、自転車による小さな「円」を組み合わせ、大きな「モビリティの面」

（２）サイクルトレインにより、大きな追加投資を必要とせずに、観光・日常利用の両面で
移動利便性が向上、持続的な公共交通の利用促進にも寄与。

■自転車は、環境、健康、渋滞緩和、地域活性化等に資する持続可能な移動手段として、
日常・非日常両面からの活用/推進が注目



どんなふうにサイクルトレインを運用しているの？
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上毛電鉄（中央前橋～西桐生）：H15開始 現在年間約４万人が利用
→通勤・買い物や、通学の高校生などの日常利用！全ての駅が交通結節点に！
→レンタサイクルとの連携、周辺観光地を巡るモニターツアー、サイクリングマップ

活用状況① 上毛電鉄サイクルトレイン

駅待合室で、自転車と
共に待つ景色が普通に

車内では
自ら保持して固定

全ての駅でスロープなど
で段差なし
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JR東日本(上野と土浦のみ乗降)：R5秋の土日に一般車両に混乗の実証実験
→R6.６月～通年土日実施、往復２便、自力保持、無料、直前までネット変更可

上野駅改札内の自転車置場
階段を自ら運搬

活用状況② JR東日本 （常磐線サイクルトレイン）

利用者とわかるように
利用票を掲示

14/15号車に5台ずつ
ドア付近は置かないルール
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車内の保持・固定方法、利用可能駅・列車の限定、駅の使い勝手、案内表示など

活用状況 工夫の様子

簡易型自転車ラック
（平成筑豊鉄道・黒銀）

駅階段の簡易スロープ
（弘南鉄道）

ホームや窓などに
サイクルトレインを明示（豊橋鉄道）

車内の簡易固定ベルト
（西武鉄道多摩川線）

ボックス席の手すりに
ヘルメットの紐で自主固定（只見線）

自転車利用の明記
車椅子等利用者の優先
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推進に向けて鉄道局ＨＰ開設

■ 鉄道局HPに、サイクルトレインのページを開設（2023.12）
→「サイクルトレインを始めませんか」として広く周知 （月間 1,000ビュー）
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○サイクルトレインを実施中／関心ある鉄道事業者間の横の繋がり確保と情報共有
のために、各地で工夫された取り組みを紹介する情報交換会をオンライン開催
○鉄道事業者等 48者85名、運輸局職員等 35名が参加し、14者が事例紹介
→各資料や様子については、鉄道局のチャリトレ※のHPに公開

2024/6/20 全国サイクルトレイン（チャリトレ）情報交換会

※サイクルトレインを、親しみを込めて「チャリトレ」と呼んでいます
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バイシクルクラブ山口編集長講演

2025/1/27 サイクルトレインネットワーク会議

■サイクルトレインの理解を深め 全国の同志達を知り 思いを共有する機会として、
全国各地からキーマンが集まり、対面・オンライン併用で開催（対面12者21名、
オンライン約50者100名が参加）→会議資料は鉄道局のチャリトレHPに公開中

事例紹介（JR西・山陰支社他４社） 全国をつないでオンライン意見交換

白熱した会場での意見交換利用者視点の示唆（一般層） 利用者視点の示唆（趣味層）



どのように進めたらよいの？



17

実施状況調査やヒアリング等を通じて、チャリトレの推進・展開に向けて課題をお伺い

サイクルトレインの心配ごと

＜課題・懸念＞

○専用列車では、需要が少なく採算ベースでは困難

→安全確保・補助スタッフのための人件費等の追加コスト、一般乗客を車内空間か

ら排除することの逸失利益、天候悪化によるノーショー・キャンセルリスク等

○利用に当たっての手続きが煩雑 →予約や決済、求められる安全確保等

○安全確保 →自己責任の理解、駅や車内での接触、マナー、車内固定・保持等

○施設の対応が不十分 →駅構内の階段や段差未解消、狭い車内、ワンマン対応等

→他事例も参考に、小さく始めてニーズや課題を把握し、

各社に見合ったサイクルトレインの形を探すことが重要ではないでしょうか
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実施状況調査やヒアリング等を通じて、チャリトレの推進・展開に向けて状況お伺い

サイクルトレインの好事例のポイント

＜好事例に見られるポイント＞

○予約なし、追加料金なしで、利用者利便性の向上

○沿線自治体の協力・連携

→広報、到着先のサイクリングコース整備やツアー・もてなし、運営補助等

○高校生の通学や免許のない高齢者等の移動手段として活用

○簡易な車両改良で、サイクルトレイン用車両を準備

○輪行が困難な小学生なども自力で持ち込める。家族でのお出かけを後押し
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列車内の自転車の持ち込みが “普通の景色” になる！ ことを目指して、
生活/観光利用のための“チャリトレ”の普及・促進を図る

サイクルトレイン（チャリトレ）推進の方向性 （案）

（１）政府施策として広く位置づけ

→公共交通リ・デザイン（地域公共交通と自転車の有機的連携）

（２）チャリトレの導入効果の見える化

→定量的/定性的な効果を収集・分析。好事例の公表・発信

（３）最低限のハード整備支援

→①現行の施設/車両で実施できるサービスの検討（利用者や現場が慣れる時間の確保）

②現場の意見を踏まえ、駅施設や車両設備の改修、決済システム導入等の支援

（４）全国的な機運の醸成・試行機会の増加・ルールやマナーの浸透

→事業者の横の繋がり意見交換、自治体連携、メディア発信など

（５）駅の拠点機能の強化と連動

→地方部の駅のサイクルポート等と連動し、チャリトレが移動式サイクリング拠点に
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サイクルトレインを進めるポイント

01 地域を巻き込もう
サイクルツーリズムで人を呼びたい地元の熱意 人的・金銭的支援も期待

地方公共団体に近い三セク事業者の強み 利用者/事業者/地域の三方良し

自転車を活用したまちづくりを推進する全国市区町村長の会の提言と要望

02 一気に進めない 小さく始めて試してみよう
路線にあった形で、イベントや実証実験で試行を重ね、修正・改善していく

安全確保や運用に対する現場の理解醸成や負担軽減

やるにはどうするかの思考 全国に仲間がたくさんいる！手引きもある！

03 日常がエンタメになる
新たな鉄道利用の機会を創り出して認知度向上

遠方からサイクリストが列車にわざわざ乗りに来る

初期投資はほぼナシ 最初から収益を狙わない

→ 地元の熱意にも応えて 一歩踏み出してみませんか


